
法（案）」（JSCE-K571-2004）に準拠し，表面養生剤ＰＦ，吸水防止剤ＳＳ，および耐久性向上養生

剤ＣＢの含浸深さ試験を行った。この試験では，コンクリート打設３日後に脱枠，塗布剤を塗布し，

１週間後に割裂し，含浸深さを測定した。

試験の結果を図－８に示す。この図より，耐久性向上養生剤ＣＢは，他の塗布剤に比べ深く含浸し，

2.5mm に達した。これは，水との親和性のある耐久性向上養生剤ＣＢが脱型直後のコンクリートの表

層部にある水を介してコンクリートの内部に浸透しやすいことと考えられる。

この結果は耐久性向上養生剤ＣＢはコンクリートに深く含浸することによってその耐久性向上効果

が長期間にわたって維持できる可能性を示唆している。

(2) 塗布剤の熱冷繰返し抵抗性

塗布剤の耐候性を評価する項目として熱，水，紫外線が考えられる。本研究は試験体に塗布剤を塗

布し，70℃赤外線 105 分，20℃水散水 15 分を 300 サイクル繰返し，試験前後簡易透水試験を行った。

その結果を図－９に示す。試験の結果から，耐久性向上養生剤ＣＢと吸水防止剤ＳＳ両者ともに，熱

冷繰返し試験終了後も吸水防止効果は十分発揮されていることが分かる。これは両者とも，ある程度

コンクリート内部に浸透し，その効果を発揮する機構に起因しているものと考えられる。

４．まとめ

本研究の実験から以下の知見が得られた。

（１） 耐久性向上養生剤ＣＢは，水分保持性と強度増進の養生効果があった。

（２） 耐久性向上養生剤ＣＢの塗布によって，コンクリートの乾燥収縮の減少による乾燥ひび割れの

低減，防水性，中性化抵抗性，および塩化物イオン浸透抵抗性の向上効果が確認され，これら

の効果によって，コンクリート構造物の耐久性を向上することが考えられる。

（３） 耐久性向上養生剤ＣＢは，コンクリートに深く含浸することにより，高い耐侯性があり，コン

クリート構造物に対する耐久性向上効果が長期間にわたって維持できると考えられる。
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図－９ 熱冷繰返し試験前後の防水性
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